
 第４章  まちづくりの基本目標（仮）         

都市像の実現に向け、まちづくりをより具体的に進めていくために、三つの重要概

念「ユニバーサル（共生）」、「ウェルネス（健康）」、「スマート（快適・先端）」と札

幌市の強み・弱み等を基にした考察から、20の基本目標を導きました。 

分野 基本目標 

子ども・

若者 

１ 安心して子どもを生み育てることができる、子育てに優しいまち

２ 誰一人取り残されずに、子どもが伸び伸びと成長し、若者が希望

を持って暮らすまち 

３ 一人一人の良さや可能性を大切にする教育を通して、子どもが健

やかに育つまち 

生活・ 

暮らし 

４ 誰もが健康的に暮らし、生涯活躍できるまち 

５ 生活しやすく住みよいまち 

地域 ６ 互いに認め合い、支えあうまち 

７ 誰もがまちづくり活動に参加でき、コミュニティを育むまち 

安全・ 

安心 

８ 防災・減災体制が整い、迅速に復旧復興できるまち 

９ 日常の安全が保たれたまち 

経済 10 強みを生かした産業が北海道の経済をけん引しているまち 

11 多様な主体と高い生産性、チャレンジできる文化が経済成長を支

える、開かれたまち 

12 雇用が安定的に確保され、多様な働き方ができるまち 

ス ポ ー

ツ・文化

13 世界屈指のウインタースポーツシティ 

14 四季を通じて誰もがスポーツを楽しめるまち 

15 文化芸術が心の豊かさや創造性を育むまち 

環境 16 世界に冠たるサステナブルシティ 

17 身近なみどりを守り、育て、自然と共に暮らすまち 

都市 

空間 

18 コンパクトで人にやさしい快適なまち 

19 世界を引きつける魅力と活力あふれるまち 

20 都市基盤を適切に維持・更新し、最大限利活用するまち 

参考資料６ 



「基本目標」には、その内容を具体的に表した「目指す姿」を設定し、さらに「目

指す姿」に向けて「私たちが取り組むこと」を掲げました。 

この「私たちが取り組むこと」は、まちづくりの主役である市民をはじめ、民間企

業、町内会、ＮＰＯなどの様々な主体（以下、この章では「市民・企業など」としま

す。）と行政が、セクターの垣根を超え連携・協働しながら取り組むことです。 

なお、分野をまたがる課題・観点については、「目指す姿」に注釈を付けるととも

に、資料編にも相互に関係する「目指す姿」の例を掲載します。このため、取組に当

たっては、分野を超えた連携も重要です。 



＜資料編＞ 

以下に分野をまたがる課題と関係する目指す姿の例を記載します。 

※専門部会時点の目指す姿 

課題・観点 関連する基本目標・目指す姿 

バリアフリー

（物理的な障

害の除去、心の

バリアフリー）

生活・暮らし 基本目標５ 目指す姿２ 

建物や道路等のバリアフリー化やユニバーサルデザイン

の導入が進み、誰もが円滑に移動することができ、快適に

利用できる環境が整っています。 

地域 基本目標６ 目指す姿１ 

年齢・性別・障がいの有無・国籍・民族・宗教・文化など、

様々な個性・特性を互いに認め合い、尊重し合う、平和で

包摂的な社会となっています。 

都市空間 基本目標１８ 目指す姿４ 

四季を通じて、誰もが快適に利用でき、環境にもやさしい

移動環境・手段が整備されることにより、公共交通を軸と

した持続可能でシームレスな交通ネットワークが確立さ

れています。 

健康・運動 子ども・若者 基本目標３ 目指す姿２ 

子どもは、生涯にわたって心身の健康の保持増進を図る資

質や能力を身に付けています。 

生活・暮らし 基本目標４ 目指す姿１ 

あらゆる世代の市民や企業の健康への意識が高まり、健康

づくりや介護予防の取組等に積極的に参加することで、誰

もが生涯元気に過ごしています。 

経済 基本目標１０ 目指す姿２ 

健康福祉・医療、ＩＴ、クリエイティブ分野の産業が、国

内外から投資や人・企業を呼び込み、札幌市の新たな強み

として更なる成長を遂げています。 

スポーツ・文化 基本目標１４ 目指す姿１ 

誰もがスポーツを楽しみながら、心身ともに健康で充実し

た生活を送っています。 

環境 基本目標１７ 目指す姿２ 



森林や公園などの身近なみどりが自然との触れ合いや

人々の交流の場に加え、防災、経済活動、水源涵養、二酸

化炭素吸収など多面的な機能を発揮し、都市の魅力やレジ

リエンス（自己回復力・強靭性）を高めています。 

都市空間 基本目標１８ 目指す姿２ 

「地域交流拠点」では、商業・サービス機能や行政機能な

ど多様な都市機能の集積が進み、快適な交流・滞留空間や

歩きたくなる空間が形成され、様々な活動が行われていま

す。 

都市空間 基本目標１９ 目指す姿１ 

「都心」では、民間投資と共鳴した新しい時代にふさわし

い高次な都市機能の集積が進んでいます。また、快適な交

流・滞留空間やみどりの創出、移動環境の充実により、魅

力的でうるおいのある歩きたくなる都心が形成されると

ともに、 データや先端技術の活用などにより、イノベー

ションが創出され、新しい価値が生まれ続けています。 

エネルギー・環

境負荷 

環境 基本目標１６ 目指す姿１ 

脱炭素社会の早期実現に向け、更なる省エネ化に加え、北

海道・さっぽろ圏の豊富な再生可能エネルギーの導入拡大

や、新たなクリーンエネルギーである水素エネルギーの活

用、ゼロエミッション自動車の普及が進んでいます。 

環境 基本目標１６ 目指す姿２ 

エネルギー利用に関する世界トップレベルの取組が展開

され、高い環境性能と強靭性を兼ね備えた都心が確立され

ています。 

都市空間 基本目標１８ 目指す姿４ 

四季を通じて、誰もが快適で利用しやすく、環境にもやさ

しい移動環境・手段が整備されることにより、公共交通を

軸とした持続可能でシームレスな交通ネットワークが確

立されています。 


